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研究成果の概要（和文）：本研究では，中学校技術科における教員免許更新制の円滑な導入・実

施のための支援システムを構築し，Web 上で公開した。これにより，講習実施機関へのモデル

カリキュラムの提供，学校教員への講習データベースと希望講習検索システムの提供，関連す

る各種情報提供が効果的に行えるようになった。また，冊子化したモデルカリキュラムと研究

成果をまとめたリーフレットの多方面への配布は，教員免許更新制の円滑な推進に寄与してい

る。 

 
研究成果の概要（英文）：In this research, the supporting system for smooth introduction 
and implementation of the teacher's license renewing for teaching the subject of 
Technology in junior high school has been established and opened to the public on website. 
This enables efficiently the offer of the model curriculum to the renewal course 
implementation organizations, the renewal course database search engine to in-service 
teachers, and variety of related information. Moreover, the distribution of model 
curriculum and the leaflet of summarized research achievements contribute a lot to 
smoothly promoting the teacher's license renewal system. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)法律の成立 
 第 166 回通常国会（平成 19 年度）で教育
三法のひとつである教育職員免許法及び教
育公務員特例法の一部を改正する法律が成
立し，平成 19年 6月 27日公布，教員免許更

新が制度化された（免許状更新講習は，平成
21 年度から開始）。 
 
(2)学会の知的資産１ 
 日本産業技術教育学会では，日本教育大学
協会技術教育部門との協同により，教員養成
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での修得基準作成と検定制度構築に関する
研究を遂行した。（平成 17,18 年度科研費基
盤研究(C)，「技術科教員養成での修得基準の
作成及びその基準による検定制度と競争的
教育環境の構築」，課題番号 17530655） 
 
(3)学会の知的資産２ 
 さらに日本産業技術教育学会では，技術科
における能力認定試験制度の導入に向けて
新たな研究の推進を開始した。（平成 19-22
年度科研費基盤研究(B)，「技術科教員養成で
の学習成果を定量評価する「能力認定試験制
度」の導入とその検証」，課題番号 19330200） 
 
(4)上述した，学会の知的資産１に示す研究
により，全国の技術科教員養成系大学に於い
て活用できる修得基準が完成された。これに
より，学会の知的資産２に示す研究で，能力
認定試験制度導入へ向けた新たな研究が開
始された。そして，この修得基準を教員免許
更新制に適用することを考えた際，本研究課
題の技術科教員免許更新支援システムの着
想を得た。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，中学校技術・家庭（技術分野）
（以下，技術科と呼ぶ）における教員免許更
新制を支援するために，(1)技術科教員免許
更新支援システムを構築して公開・提供し，
(2)そのシステムの運用と評価・検証を行う
ことを目的とした。以下に，詳述する。 
 
(1)技術科教員免許更新支援システムの構築
と提供 
 本支援システムは，①モデルカリキュラム
の構築と提供，②推奨講座診断システムの構
築と提供，③関連する各種情報の提供から構
成される。 
 
①大学などの講習実施機関のための開設講
座モデルカリキュラムの構築と提供：文部科
学省の website にある情報を活用しながら，
学会が主体となり，免許更新講習において開
設可能な，技術に関する講習のモデルカリキ
ュラム（技術科教育，材料と加工，エネルギ
ー変換，生物育成，情報の各内容）及びそれ
により獲得可能な能力等の情報を作成し，大
学等へ情報提供するとともに Web上で公開す
る。その際，多様なメディアを活用した遠隔
講習による開講についても，メディア活用の
具体的方策を含めて例示する。 
 
②学校教員のための推奨講座診断システム
の構築と提供：実践力評価用チェックリスト
作成後，オンラインでチェックし希望する講
習内容と併せて診断的に情報提供を行う Web
ベースのシステムを構築する。 

③教員免許更新制に関連する各種情報の提
供：大学等による開設講座の一覧，それぞれ
の講座内容の概要と獲得可能な能力，学校教
員の希望する講座情報，受講後の満足度等の
主観的評価結果等の各種情報を，Web 上で公
開するためのシステムを構築し，情報提供を
行う。 
 
(2)技術科教員免許更新支援システムの運用
と評価・検証 
 構築した技術科教員免許更新支援システ
ムの運用を通して，①開設講座モデルカリキ
ュラム，②推奨講座診断システムのチェック
リストや操作性，③教員免許更新制に関連す
る各種情報提供の内容と方法の３つの観点
から評価・検証を行う。 
 
３．研究の方法 
 本研究の目的を達成するために，以下の方
法により研究を遂行した。なお，文部科学省
の表現にならって，これ以降「講座」と言う
語を「講習」に置き換えて用いることとした。 
 
(1)技術科教員免許更新支援システムの構築
と提供 
①大学等のための開設講習モデルカリキュ
ラムの構築と提供：本研究では，学習指導要
領における内容の区分に教科教育の内容を
加える形で，「技術科教育」，「材料と加工」，
「エネルギー変換」，「生物育成」，「情報」の
5 内容を骨格とした。各モデルカリキュラム
には，名称，時間，ねらい，到達目標，時間
配分，修了認定の方法等を盛り込んだ。なお
モデルカリキュラムは Webページで公開する
とともに，紙媒体でも提供することとした。 
 
②希望講習検索システムの提供：各講習に関
する文部科学省からの提供情報が十分とは
言えないことが分かったため研究方法を一
部変更し，技術に関係する国内での更新講習
情報を収集･整理･提供することで，多面的な
活用が見込める希望講習検索システムの構
築と提供に変更した。例えば、文部科学省公
開の講習開設情報（平成 21～23 年度分）か
ら，選択領域の対面講習を対象とし，技術科
教育，材料と加工，エネルギー変換，生物育
成，情報の内容に関係すると思われるものを
抽出した。また，これら講習情報は Webペー
ジ上にデータベース化することとし，インタ
ーネット経由で希望講習の検索が可能なシ
ステム構築を意図した。 
 
③教員免許更新制に関連する各種情報の提
供：教員免許更新制に関係する情報は，文部
科学省において Web ページで行われている。
また，開設される講習の詳細情報は，開設主
体の大学等の講習実施機関において Webペー



 

 

ジ等で行われている。そして，文部科学省で
提供されている講習情報には，実施機関であ
る各大学等へのリンクが張られている。 
 そこで本研究では，Web システム上に文部
科学省へのリンクを張ることで対応するこ
ととした。 
 
(2)技術科教員免許更新支援システムの運用
と評価・検証 
 構築した技術科教員免許更新支援システ
ムの運用を通して，開設講習モデルカリキュ
ラムの有用性，及び希望講習検索システムの
操作性等を中心に評価・検証し，システムの
改善につなげることとした。 
 また，本研究内容の広報の一環として，モ
デルカリキュラムは冊子として印刷し学会
員を中心に配布することとした。また，研究
の成果を A4 見開き（4ページ）のリーフレッ
トに印刷し，学会員及び全ての都道府県教育
委員会指導主事等へ配布することとした。 
 
４．研究成果 
(1)技術科教員免許更新支援システムの構築
と提供 
 本システムのトップ画面を，図１に示す。 
左側に講習実施機関のための「開設者の方
へ」メニューと，学校教員のための「受講者
の方へ」メニューを配置するとともに，右側
にはシステム概要や研究概要等の概要メニ
ューを配置した。また，中央上部には，お知
らせ欄を設けた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 本システムのトップ画面 
 
①大学等のための開設講習モデルカリキュ
ラムの構築と提供：表１に示すモデルカリキ
ュラムを構築し，提供した。提供講習は，全
47 講習（技術科教育 12，材料と加工 13，エ
ネルギー変換 12，生物育成 7，情報 3）であ
る。 
 Web 上のモデルカリキュラムの閲覧例を，
図２～３に示す。図２は，技術科教育でのモ 
デルカリキュラム一覧であり，図３はその内 

表１ モデルカリキュラム一覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ モデルカリキュラムの閲覧例（一覧） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３ モデルカリキュラムの閲覧例（詳細） 

開設者 
の方へ 

受講者 
の方へ 

概要等 

お知らせ 



 

 

のひとつの講習の詳細情報である。なお，モ
デルカリキュラムは，Web 上の技術科教員免
許更新支援システム上で公開するとともに，
冊子として印刷した。 
 
②希望講習検索システムの提供：登録データ
数は，平成 23 年度分：430 件，平成 22 年度
分：509件，平成 21年度分：857件，合計 1796
件にのぼった。検索システム部分の画面例を，
図４に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 検索システム部分の画面例 
 
 図４の検索画面の必要箇所にチェックを
入れることで，簡単に希望する講習情報を閲
覧可能にした。また閲覧性を考慮し，検索結
果を一覧画面と詳細画面の 2段階に分けて提
示することとした。 
 図５～６に，検索結果の 2 段階表示例を示
す。図５は，図４の検索画面で，開催地とし
て「九州」を，時期として「2010」年を，対
象として「中学校」を指定して得られた結果 
の例である。図６は，図５の検索結果一覧の 
右側にある詳細ボタンを押して得られた詳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５ 検索結果の表示例（一覧画面） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 検索結果の表示例（詳細画面） 
 
細画面の例である。これらの図から分かるよ
うに，本システムの構築により，閲覧を希望 
する講習情報の検索が効果的に，かつ簡単に
行えるようになった。 
 
③教員免許更新制に関連する各種情報の提
供：技術科教員免許更新支援システムのトッ
プメニューから，関連する文部科学省の Web
ページへのリンクを張ることで，情報の提供
を可能とした。 
 
(2)技術科教員免許更新支援システムの運用
と検証・評価 
 連携研究者等を介して，同システムの操作
性や提供情報等について次のような指摘を
得た（主要なもののみ記載）。 
 ・モデルカリキュラムから検索できないか 
 ・モデルカリキュラムの書式統一が必要 
 ・本システムや検索方法の説明が必要 
 ・検索結果が多いと，見にくくなる 
 ・本システムはプロトタイプと考えるべき 
 ・本システムの主対象が不明 
 ・学会員以外にも公開してアピールすべき 
 
 これらの指摘に基づきシステムの改善を
図るとともに，用語の統一，及びシステム評
価の項目整備，技術科教育に関連する和文及
び英文での説明の追加，ページデザインの修
正等を行い，評価・検証作業を完了した。 
 
(3)総括 
 本研究の実施により，中学校技術科におけ
る教員免許更新制を支援するための，技術科
教員免許更新支援システムを構築し，提供し
た。そして，同システムの運用を通して，モ
デルカリキュラム，希望講習検索システムを
含む，システム全体の評価と，有効性の検証
を行った。これにより，大学等の講習実施機
関へのモデルカリキュラムの提供や，学校教
員への講習データベースと希望講習検索シ
ステムの提供，及び関連する各種情報提供が



 

 

効果的に行えるようになった。研究のまとめ
に際して，分野代表者を中心とするワーキン
ググループで総括を行うとともに，本研究の
概要をまとめたリーフレット（A4版，見開き
両面刷り）を作成して，全学会員及び関係各
所へ配布した。 
 このように，本研究の実施は，教員免許更
新制の円滑な推進に寄与している。 
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